
１
　
は
じ
め
に

（
１
）
異
次
元
緩
和
政
策
（
Ｑ
Ｑ
Ｅ
）

二
〇
一
三
年
四
月
に
日
本
銀
行
は
異
次
元
金
融
緩
和
政
策
（
量
的
質
的
金
融
緩
和
政
策
、
Ｑ
Ｑ
Ｅ
）
を
開
始
し
た
。
黒
田
東
彦
総

裁
は
、
金
融
政
策
決
定
会
合
後
の
記
者
会
見
で
、
消
費
者
物
価
指
数
総
合
（
生
鮮
食
品
と
消
費
増
税
の
影
響
を
除
く
）
の
イ
ン
フ
レ

ー
シ
ョ
ン
率
目
標
二
％
を
「
二
年
程
度
の
期
間
を
念
頭
に
置
い
て
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
実
現
す
る
」
と
発
表
し
た
。
二
〇
一
四
年

四
月
に
一
・
五
％
の
ピ
ー
ク
を
つ
け
た
後
、
同
年
一
二
月
の
イ
ン
フ
レ
率
は
〇
・
五
％
に
ま
で
低
下
し
て
き
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
率
目
標
（
以
下
、
イ
ン
フ
レ
目
標
）
二
％
へ
の
到
達
は
、
二
年
後
は
も
ち
ろ
ん
、
三
年
後
（
二
〇
一
六
年
四
月
）
以
降
に
ず

れ
込
む
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
の
起
源
の
背
景

現
在
、
世
界
の
主
要
国
の
中
央
銀
行
は
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
掲
げ
て
、
量
的
金
融
緩
和
政
策
（
Ｑ
Ｅ
）
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
要
国
の
足
元
の
イ
ン
フ
レ
率
は
そ
の
目
標
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
黒
田
（
二
〇
一

四
）
は
、「
先
進
国
の
ほ
と
ん
ど
が
、
毎
年
二
％
程
度
の
物
価
上
昇
率
を
『
物
価
が
安
定
し
て
い
る
状
態
』
と
捉
え
て
い
る
」（
図
１

参
照
）
と
し
て
い
る
。
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以
下
で
は
、
こ
の
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
は
ど
の
よ
う
な
背
景
で
出

現
し
た
の
か
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
の
「
二
％
の
イ

ン
フ
レ
目
標
」
は
主
要
な
中
央
銀
行
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
日
本
銀
行
に
と

っ
て
、
こ
と
さ
ら
高
い
イ
ン
フ
レ
目
標
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
達
成
す

る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
九
八
九
年
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
準
備
銀
行
法
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
税
制
の
変
更
や
サ
プ
ラ

イ
サ
イ
ド
の
予
期
で
き
な
い
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
「
免
責
条
項
（escape

clause

）」
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
日
本
銀
行
法
の
下
に
あ
る
日
本
銀
行
が
、

そ
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
「
二
年
程
度
の
期
間
を
念
頭
に
置
い
て
、
出
来
る
だ

け
早
期
に
実
現
す
る
」
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
政
策
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ

う
。２

　
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」

（
１
）
世
界
最
初
の
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
の
導
入

今
か
ら
約
四
半
世
紀
前
の
一
九
八
九
年
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
毎
年

の
物
価
上
昇
率
を
当
初
〇
〜
二
％
と
す
る
イ
ン
フ
レ
目
標
を
正
式
に
設
定
す

る
世
界
で
最
初
の
国
と
な
っ
た
。
こ
の
特
異
な
金
融
政
策
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ

（56）

図１　各国の物価安定目標

（出所）「『２％』への招待状」（日本経済団体連合会審議員会）
スイス

国/地域 名称

２％
２％未満

スウェーデン Target 消費者物価（総合）
Definition 消費者物価（総合）

指標 数値

日本
物価安定の目標

Price stability target
消費者物価（総合） ２％

米国 Longer-run goal
個人消費支出

デフレータ（総合）
２％

ユーロ圏
Quantitative

definition
消費者物価（総合）

２％未満かつ
２％近傍

英国 Target 消費者物価（総合） ２％

カナダ Target 消費者物価（総合）
２％

（１～３％の中心値）
オーストラリア Target 消費者物価（総合） ２～３％

ニュージーランド Target 消費者物価（総合）
２％近傍

（１～３％の中心値）



ョ
ン
が
高
騰
し
た
一
九
七
〇
年

代
お
よ
び
一
九
八
〇
年
代
の
物

価
を
速
や
か
に
低
下
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
（
図
２
と
図
３

を
参
照
）。
そ
の
結
果
、
世
界

の
主
要
先
進
国
は
こ
ぞ
っ
て
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
方
式
に
類

似
し
た
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
を

次
々
と
導
入
し
た
。「
二
％
の

イ
ン
フ
レ
目
標
」
は
世
界
の
多

く
の
国
で
金
融
政
策
の
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ

た
感
が
す
る
。

日
本
で
は
、「
二
％
の
イ
ン

フ
レ
目
標
」
を
い
う
マ
ジ
ッ
ク

を
達
成
す
る
た
め
に
は
「
何
で

も
す
る
」
異
次
元
緩
和
政
策
に

よ
っ
て
日
本
経
済
を
再
生
す
る

（57）

図２　ニュージーランドのインフレ率（％）、1990－2014年

（出所）Statistics New Zealand, RBNZ. Notes: Interest rates are exclude. Latest data (Dec Qtr 2014)
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図３　ニュージーランドのインフレ率（％）、1970－2014年

（出所）Statistics New Zealand, RBNZ. Notes: Interest rates are exclude. Latest data (Dec Qtr 2014)
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こ
と
が
現
下
の
日
本
政
府
の
経
済
戦
略
、
す
な
わ
ち
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
核
的
な
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
ア
メ
リ
カ
で
は
、
こ

れ
と
同
様
の
理
論
的
根
拠
に
基
づ
い
て
、
連
邦
準
備
理
制
度
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
が
政
策
金
利
を
約
六
年
間
に
わ
た
り
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
水

準
に
押
し
下
げ
、
国
債
等
の
債
券
を
大
量
に
購
入
す
る
「
量
的
金
融
緩
和
政
策
」
に
よ
っ
て
約
四
兆
ド
ル
も
の
流
動
性
を
ア
メ
リ
カ

経
済
に
注
入
し
て
き
た
。
ま
た
、
欧
州
中
央
銀
行
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
）
も
二
〇
一
五
年
一
月
の
政
策
理
事
会
に
お
い
て
、
日
米
と
同
様
の
量

的
金
融
緩
和
政
策
を
導
入
し
て
、
二
％
近
傍
に
イ
ン
フ
レ
率
を
維
持
す
る
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
を
達
成
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
（
１
）。一

九
八
八
年
の
夏
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
キ
ー
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
公
社
の
専
務
理
事
を
辞
任
し
た
ド
ン
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
（D

on

B
rash

）
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
中
央
銀
行
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
準
備
銀
行
（R

eserve
B

ank
of

N
ew

Zealand：

Ｒ
Ｂ

Ｎ
Ｚ
）
の
総
裁
に
就
任
し
た
。
彼
は
、
過
去
二
〇
年
間
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
騰
と
経
済
成
長
率
の
低
迷
に
苦
し
ん
で
き
た
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
経
済
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
が
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
総
裁
に
就
任
す
る
前
の
数
年
間
に
わ
た
り
、
彼
の
前

任
の
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
総
裁
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
し
、
金
融
政
策
を
政
治
家
の
気
ま
ぐ
れ
か
ら
独
立
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
程
度
の

前
進
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。
し
か
し
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
独
立
性
は
成
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
一
九
八
九
年
準
備
銀
行
法
が
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
独
立
性
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
法
は
、
大
蔵
大
臣
と
中
央
銀
行
総
裁

が
ど
の
程
度
の
イ
ン
フ
レ
率
を
許
容
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
協
議
し
て
決
定
す
る
「
イ
ン
フ
レ
率
目
標
」
を
公
式
に
設
定
す
る
こ
と

を
命
じ
て
い
る
。
同
時
に
、
同
法
は
そ
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
政
策
金
利
を
変
更
す
る
金
融
政
策
の
手
段
独
立
性
を

Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
に
付
与
し
た
。
他
方
、
同
法
は
、
そ
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
総
裁
を
解
任
す
る

権
限
を
規
定
し
て
い
る
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
蔵
大
臣
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ケ
イ
ギ
ル
（D

avid
C

aygill

）
に
と
っ
て
、

同
法
の
も
っ
と
も
重
要
な
条
項
は
、
政
治
的
な
影
響
か
ら
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
独
立
性
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
後
日
、
ケ
イ
ギ
ル
は

（58）



「
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
イ
ン
フ
レ
目
標
は
同
法
の
も
っ
と
も
重
要
な
条
項
で
は
な
か
っ
た
」、
と
述
懐
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
法
の
制
定
を
め
ぐ
る
論
争
は
白
熱
化
し
た
。
労
働
組
合
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
ま
り
に
も
厳
密
に
金

融
政
策
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
は
、
高
い
失
業
率
に
繋
が
る
こ
と
を
懸
念
し
た
。
経
営
者
団
体
も
ま
た
、
労
働
組
合
の
見
解
に
同
意
し
、

「
イ
ン
フ
レ
目
標
は
原
理
的
に
間
違
っ
て
お
り
、
非
民
主
主
義
的
で
あ
り
、
ま
た
柔
軟
性
を
欠
く
政
策
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
。
し

か
し
最
終
的
に
は
、
同
法
は
議
会
を
通
過
し
、
一
九
八
九
年
準
備
銀
行
法
が
制
定
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
同
法
が
制
定
さ
れ
た
後
、
困
難
な
問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
が
目
標
と
す
る
べ
き
イ
ン
フ
レ
率

は
〇
％
と
す
る
べ
き
な
の
か
、
二
％
な
の
か
、
あ
る
い
は
五
％
な
の
か
と
い
う
達
成
す
る
べ
き
イ
ン
フ
レ
率
の
決
定
で
あ
っ
た
。
ケ

イ
ギ
ル
の
前
任
の
大
蔵
大
臣
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
（R

oger
D

ouglas

）
は
、
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
は
高
い
イ
ン
フ
レ
率
で
満
足
し
て
い
る

と
考
え
て
い
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
に
対
し
て
、
そ
れ
が
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
真
意
で
は
な
い
こ
と
を
説
得
し
て
き
た
。
あ
る
テ
レ

ビ
・
イ
ン
タ
ー
ヴ
ュ
ー
の
な
か
で
、
ダ
グ
ラ
ス
は
イ
ン
フ
レ
率
を
〇
か
ら
一
％
の
範
囲
内
に
収
め
る
よ
う
に
努
力
し
て
き
た
と
の
見

解
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
ダ
グ
ラ
ス
の
イ
ン
フ
レ
目
標
の
数
値
が
ヒ
ン
ト
と
な
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
と
ケ
イ
ギ
ル
は
こ
の
イ
ン
フ
レ

目
標
の
幅
を
若
干
拡
張
し
て
操
作
の
余
地
を
広
げ
る
が
、
そ
れ
は
ご
く
小
幅
な
も
の
に
留
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
合
意
に
達
し
た
。

そ
の
結
果
、
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
の
最
初
の
イ
ン
フ
レ
目
標
値
は
〇
〜
二
％
に
決
定
さ
れ
た
。

驚
く
ほ
ど
の
事
で
は
な
い
と
は
い
え
、
三
四
〇
万
人
の
島
嶼
の
中
央
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
改
革
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
は
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
を
引
く
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
世
界
の
中
央
銀
行
の

緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
金
融
政
策
上
の
実
験
は
世
界
の
耳
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（59）



（
２
）
中
央
銀
行
の
「
静
か
な
る
革
命
」

元
ア
メ
リ
カ
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
副
議
長
の
ア
ラ
ン
・
ブ
ラ
イ
ン
ダ
ー
（A

lan
B

linder

）
は
そ
の
著
書
『
中

央
銀
行
の
「
静
か
な
る
革
命
」』（
二
〇
〇
四
）
の
中
で
、
過
去
十
数
年
に
わ
た
り
中
央
銀
行
の
在
り
方
が
革
命
的
と
さ
え
い
え
る
ほ

ど
の
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
変
化
は
世
界
の
中
央
銀
行
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
世
間
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
な
く
静
か
に
進
行
し
て
き
た
、
と
言
う
。
Ｒ
Ｂ
Ｎ
Ｚ
に
限
ら
ず
、

か
つ
て
の
中
央
銀
行
は
秘
密
主
義
で
絶
対
的
な
権
限
を
握
る
総
裁
が
金
融
政
策
を
決
定
し
て
い
た
（
２
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
中
央

銀
行
は
市
場
な
ど
中
央
銀
行
の
外
部
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
金
融
政
策
の
透
明
性
を
高
め
る
努
力
を
す
る
よ
う
に

変
容
し
て
き
た
。
ま
た
、
金
融
政
策
の
決
定
も
合
議
制
の
委
員
会
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
、
市
場
と
中
央
銀
行
の
関
係

も
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
第
一
に
、
従
来
「
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
、
由
ら
し
む
べ
し
」
と
し
て
中
央
銀
行
の
政
策
意
図
を
市
場
に
知
ら
れ

ま
い
と
し
て
い
た
中
央
銀
行
が
、
今
で
は
積
極
的
に
そ
の
意
図
を
市
場
に
伝
え
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
政
策
意
図

の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
が
金
融
政
策
の
有
効
性
を
高
め
る
上
で
望
ま
し
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
第
二

に
、
金
融
政
策
の
決
定
を
複
数
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
た
委
員
会
方
式
に
よ
る
合
議
制
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
上
の
二
つ

の
変
化
が
中
央
銀
行
の
在
り
方
を
革
命
的
に
変
貌
さ
せ
た
。

第
三
に
、
ど
の
程
度
の
イ
ン
フ
レ
率
を
中
央
銀
行
が
達
成
目
標
と
し
て
い
る
の
か
を
公
表
す
る
と
い
う
イ
ン
フ
レ
目
標
方
式
の
採

用
は
、
ま
さ
に
急
進
的
あ
る
い
は
抜
本
的
と
さ
え
い
え
る
中
央
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
化
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
イ
ン
フ
レ
目
標
の
採
用
は
中
央
銀
行
の
神
秘
性
や
秘
密
主
義
を
大
き
く
払
拭
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
一
種
の
マ
ジ
ッ
ク
を
創
造
し
た
と
さ
え
い
え
よ
う
。
端
的
に
中
央
銀
行
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
公
表
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
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た
め
の
手
段
独
立
性
を
中
央
銀
行
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
「
静
か
な
る
革
命
」
を
現
実
の
も
の
と
し
た
。

そ
の
結
果
、
賃
金
を
め
ぐ
る
労
使
交
渉
や
価
格
引
き
上
げ
計
画
に
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
中
の
企
業
経
営
者
と
労
働
組
合
は
、

イ
ン
フ
レ
率
が
実
際
に
二
％
近
辺
に
到
達
す
る
と
仮
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
に
賃
金
や
諸
価
格
の
上
昇
は
緩
や
か

な
も
の
に
な
り
、
イ
ン
フ
レ
目
標
が
自
己
実
現
的
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
（
３
）。

実
際
の
と
こ
ろ
、
準
備
銀
行
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
八
九
年
末
の
イ
ン
フ
レ
率
は
七
・
六
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
一
年
末
に
は

二
％
に
低
下
し
た
。
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
総
裁
は
、
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
州
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

成
功
事
例
を
同
僚
の
中
央
銀
行
総
裁
た
ち
に
伝
達
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。
ま
ず
一
九
九
一
年
に
、
慢
性

的
な
高
イ
ン
フ
レ
に
苦
悩
し
て
き
た
カ
ナ
ダ
が
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
を
採
用
し
た
。
そ
の
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
イ
ギ
リ
ス

な
ど
の
諸
国
が
カ
ナ
ダ
に
追
随
し
た
。
な
か
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
を
極
め
て
厳
格
に
捉
え
、
実
際
の
イ

ン
フ
レ
率
が
イ
ン
フ
レ
目
標
を
上
下
に
一
％
以
上
乖
離
し
た
場
合
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
は
大
蔵
大
臣
に
対
し
て
「
公
開

書
簡
」
を
認
め
、
そ
の
善
後
策
等
に
つ
い
て
説
明
す
る
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

３
　
イ
ン
フ
レ
目
標
の
設
定
問
題

（
１
）「
物
価
安
定
」
の
イ
ン
フ
レ
率

イ
ン
フ
レ
目
標
を
設
定
す
る
国
の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
実
際
の
イ
ン
フ
レ
目
標
も
そ
の
数
値
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発

化
す
る
。
あ
る
見
解
で
は
、
イ
ン
フ
レ
目
標
は
〇
％
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
前
総
裁
の
ポ
ー
ル
・
ヴ
ォ
ル
カ
ー
や
ア
ラ

ン
・
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
は
、
イ
ン
フ
レ
率
は
企
業
活
動
や
消
費
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
十
分
に

低
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
実
際
の
イ
ン
フ
レ
率
を
正
確
に
測
定
す
る
上
で
の
若
干
の
測
定
誤
差
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
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適
切
な
イ
ン
フ
レ
目
標
は
〇
％
か
あ
る
い
は
〇
・
五
％
も
し
く
は
一
％
程
度
で
あ
ろ
う
（
５
）。

し
か
し
イ
ン
フ
レ
目
標
を
そ
の
よ
う
に
低
い
水
準
に
設
定
す
る
こ
と
に
は
危
険
が
伴
う
。
一
九
九
〇
年
代
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
内
部
で
こ

の
よ
う
な
議
論
を
強
力
に
展
開
し
た
の
が
、
現
在
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
の
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
イ
ェ
レ
ン
（Janet

Y
ellen

）
で
あ
っ
た
。
世
界

最
大
の
経
済
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
カ
ナ
ダ
の
よ
う
な
諸
国
の
金
融
政
策
を
模
倣
す
る
べ
き
か
ど
う
か
と

い
う
議
論
が
一
九
九
五
―
九
六
年
ご
ろ
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
で
盛
ん
に
戦
わ
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
主
張
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
イ
ン
フ

レ
目
標
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
イ
ン
フ
レ
率
に
の
み
政
策
の
焦
点
を
絞
り
込
み
、
経
済
成
長
や
雇
用
と
い
っ
た
「
デ
ュ
ア

ル
・
マ
ン
デ
ー
ト
」
の
も
う
一
つ
の
責
任
を
疎
か
に
す
る
こ
と
を
強
く
懸
念
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
ゼ
ロ
・
イ
ン
フ
レ

率
は
景
気
後
退
局
面
で
は
経
済
活
動
を
麻
痺
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
あ
る
程
度
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

あ
る
と
主
張
し
た
。
低
い
イ
ン
フ
レ
率
が
必
要
と
さ
れ
る
も
っ
と
も
重
要
な
議
論
は
、
そ
れ
が
経
済
活
動
を
円
滑
化
さ
せ
る
点
で
あ

る
。
経
済
が
景
気
後
退
局
面
に
入
る
と
、
企
業
は
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
を
削
減
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、

た
と
え
厳
し
い
景
気
後
退
に
遭
遇
し
て
も
、
企
業
は
賃
金
の
引
き
下
げ
を
す
る
代
わ
り
に
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
労
働
者
の
一
時
帰

休
（layoffs

）
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
、
景
気
後
退
局
面
で
は
、
賃
金
引
き
下
げ
で
は
な
く
、
失
業
率
の
上
昇
が
観

測
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
く
な
る
。

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
よ
う
な
景
気
後
退
局
面
の
打
開
に
有
益
な
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
若
干
の

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
、
企
業
経
営
者
は
景
気
後
退
局
面
に
お
い
て
も
名
目
賃
金
を
据
え
置
く
こ
と
が
で
き

る
。
名
目
賃
金
は
一
定
不
変
で
も
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
慮
し
た
実
質
賃
金
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
企
業

経
営
者
は
一
時
帰
休
に
訴
え
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
六
年
こ
ろ
の
議
論
で
、
イ
ェ
レ
ン
は
ゼ
ロ
・
イ
ン
フ
レ
目
標
に
反
対
す
る
議
論
を
展
開
し
た
。
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
水
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準
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
中
央
銀
行
が
景
気
後
退
局
面
で
経
済
を
刺
激
す
る
余
地
を
大
き
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
厳
し
い
景
気
後
退
が
生
じ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
政
策
金
利
を
ゼ
ロ
％
に
引
き
下
げ
る
。
そ
の
結
果
、
手
許
の
現
金
を

銀
行
に
預
金
す
る
が
、
利
子
所
得
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
も
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
な
け
れ
ば
、
預
金
は
そ
の
購
買
力
を
保
持
し
、

現
金
を
引
き
出
し
た
と
し
て
も
そ
の
価
値
は
不
変
に
留
ま
る
。
し
か
し
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
生
じ
れ
ば
、
銀
行
に
預
金
さ
れ
た
資

金
の
価
値
は
確
実
に
減
少
し
つ
づ
け
る
の
で
、
預
金
者
は
そ
の
現
金
を
支
出
し
た
り
、
投
資
し
た
り
す
る
大
き
な
誘
因
を
持
つ
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
ェ
レ
ン
は
、
若
干
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
実
質
金
利
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
の
で
、
景
気
後
退
を
克
服
す
る
上
で
貴
重
な
機
会

を
提
供
す
る
、
と
議
論
し
た
。
若
干
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
経
済
活
動
を
円
滑
化
し
、
景
気
後
退
に
対
処
す
る
の
に
必
要
な
柔
軟

性
を
中
央
銀
行
に
与
え
る
、
と
す
る
議
論
が
支
配
的
と
な
り
、「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
は
世
界
の
中
央
銀
行
の
間
で
広
く
普
及

し
た
（
図
１
お
よ
び
伊
藤
〔
二
〇
〇
六
〕
を
参
照
）。

（
２
）「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」

た
と
え
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
が
採
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
イ
ェ
レ
ン
が
議
論
し
た
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
に
は
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
日
本
は
物
価
の
持
続
的
な
低
下
、
す
な
わ
ち
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

陥
っ
た
。
日
本
銀
行
が
政
策
金
利
を
ゼ
ロ
％
ま
で
引
き
下
げ
て
も
デ
フ
レ
を
脱
却
で
き
な
く
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
も
二
〇
〇
一
年
に

マ
イ
ル
ド
な
景
気
後
退
に
苦
し
み
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
景
気
対
策
と
し
て
政
策
金
利
を
一
％
ま
で
引
き
下
げ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
で

は
住
宅
価
格
バ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
の
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
り
二
〇
〇
七
―
二
〇
〇
九
年
の
世
界
金
融
危
機
に
陥
っ
た
。
世
界
の
主
要

な
中
央
銀
行
は
一
斉
に
そ
の
政
策
金
利
を
大
幅
に
引
き
下
げ
た
。
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こ
の
世
界
金
融
危
機
を
経
験
し
た
何
人
か
の
経
済
学
者
は
、
中
央
銀
行
が
イ
ン
フ
レ
目
標
の
数
値
を
見
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
し
も
中
央
銀
行
が
イ
ン
フ
レ
目
標
を
も
う
少
し
高
い
目
標
、
た
と
え
ば
三
％
と
か
四
％
に
設
定
し
て
い

た
な
ら
ば
、
中
央
銀
行
は
イ
ン
フ
レ
率
を
調
整
し
た
金
利
を
も
っ
と
大
幅
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
グ
レ
ー
ト
・
リ
セ
ッ
シ

ョ
ン
」
に
よ
り
い
っ
そ
う
効
果
的
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
世
界
金
融
危
機
に
よ
り
い
っ
そ
う
効

果
的
に
対
応
す
る
た
め
の
金
融
政
策
を
運
用
す
る
余
地
を
も
う
少
し
拡
大
す
る
た
め
に
、
政
策
当
局
は
平
時
に
よ
り
い
っ
そ
う
高
い

イ
ン
フ
レ
目
標
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
オ
リ
バ
ー
・
ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル
（O

liver
B

lanchard

）
は
「
実
際
の
と

こ
ろ
、
現
在
の
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
よ
り
も
高
い
四
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
の
ネ
ッ
ト
の
コ
ス
ト
は
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
の
コ
ス

ト
よ
り
も
高
価
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
６
）。

ブ
ラ
ン
シ
ャ
ー
ル
は
こ
の
問
い
に
明
確
な
回
答
を
与
え
て
は
い
な
い
が
、

そ
の
他
の
論
者
は
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
見
当
違
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
、
と
主
張
し
て
い
る
。

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ボ
ー
ル
（Laurence

B
all,

二
〇
一
三
）
は
、「
そ
も
そ
も
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
一
種
の
歴
史
的
な
偶
然
に
す

ぎ
な
い
」、
と
主
張
す
る
。
彼
は
四
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
ゼ
ロ
金
利
制
約
か
ら
く
る
金
融
政
策
の
制
約
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
た
め
景
気
後
退
の
程
度
も
そ
れ
ほ
ど
激
し
い
も
の
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
こ
の
四
％
イ
ン
フ
レ
目
標
が
経
済
に
与
え
る
弊
害

は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
の
で
、
そ
の
利
点
は
最
小
の
コ
ス
ト
で
生
じ
る
、
と
し
て
四
％
イ
ン
フ
レ
目
標
を
提
唱
し
て
い
る
（
７
）。

し
か
し
な
が
ら
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
か
ら
四
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
へ
の
シ
フ
ト
は
あ
る
コ
ス
ト
を
伴
う
。
二
％
の
イ
ン
フ
レ
で

は
、
多
く
の
金
融
取
引
に
取
り
組
む
際
に
も
、
実
際
に
イ
ン
フ
レ
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
度
は
軽
微
に
と
ど
ま
る
。

二
％
の
イ
ン
フ
レ
の
場
合
に
は
、
貨
幣
価
値
が
半
減
す
る
の
に
三
五
年
を
要
す
る
の
に
対
し
て
、
四
％
の
イ
ン
フ
レ
の
場
合
に
は
わ

ず
か
一
八
年
で
貨
幣
価
値
は
半
減
し
て
し
ま
う
。
他
方
、
イ
ン
フ
レ
率
が
三
〜
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
一
九
八
〇
年
代
半
ば
は
そ

れ
ほ
ど
ひ
ど
い
経
済
状
態
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
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さ
ら
に
、
イ
ン
フ
レ
目
標
の
シ
フ
ト
は
金
融
市
場
の
混
乱
を
生
じ
る
懸
念
が
大
き
く
、
経
済
成
長
を
低
下
さ
せ
る
長
期
金
利
の
急

激
で
か
つ
突
然
の
上
昇
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
。
現
在
の
中
央
銀
行
は
イ
ン
フ
レ
目
標
を
高
く
引
き
上
げ
る
こ
と
の
コ
ス
ト
は
か

な
り
高
い
と
み
な
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
副
議
長
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
（Stanley

F
ischer

）
は
二
〇
一
四
年
末
に

二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
支
持
す
る
見
解
を
再
度
表
明
し
た
（
８
）。

上
述
し
た
ア
ラ
ン
・
ブ
ラ
イ
ン
ダ
ー
は
「
中
央
銀
行
家
は
二
％
の
イ

ン
フ
レ
目
標
に
対
す
る
信
頼
を
勝
ち
取
る
た
め
に
多
大
の
労
力
を
払
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
が
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
そ

れ
ほ
ど
簡
単
に
放
棄
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
も
し
も
イ
ン
フ
レ
目
標
を
二
％
か
ら
三
％
に
変
更
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
市
場
は

中
央
銀
行
家
が
イ
ン
フ
レ
目
標
を
三
％
あ
る
い
は
四
％
に
変
更
し
な
い
と
は
到
底
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
中
央
銀
行
が
将
来
に
お
い
て
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
こ
と
を
何
も
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
も
し
も
現
在
ま
で
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
特
異
な
経
験
を
踏
ま
え
て
、
過
去
二
五
年
ほ
ど
の
歴
史
を
や
り
直
す
こ

と
が
で
き
る
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
わ
れ
わ
れ
が
現
在
知
っ
て
い
る
こ
と
を
す
べ
て
知
識
と
し
て
も
っ
て
い
る
と
し
た
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
理
論
的
に
は
、
中
央
銀
行
家
は
も
う
少
し
大
き
な
数
値
目
標
を
選
択
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
方
が
よ
り
望
ま

し
い
選
択
で
あ
ろ
う
」、
と
彼
は
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
、「
多
く
の
経
済
学
者
は
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
失
敗
で
あ
っ
た
、

だ
か
ら
も
う
一
度
や
り
直
し
て
、
今
度
は
正
し
い
選
択
を
し
よ
う
、
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
金
融
政
策
運

営
の
世
界
で
は
、
彼
ら
の
や
り
方
が
い
つ
も
正
し
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。」
と
い
う
。

４
　
お
わ
り
に

（
１
）
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
に
関
す
る
四
つ
の
問
題

以
上
で
考
察
し
て
き
た
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
に
関
連
し
た
問
題
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
ほ
と
ん
ど
の
諸
国
で
二
％
の
イ
ン
フ

（65）



レ
目
標
が
厳
密
に
は
定
義
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
こ
れ
ま
で
の
議
長
は
、
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目

標
は
イ
ン
フ
レ
率
の
上
限
．
．

で
は
な
く
、
平
均
値

．
．
．

で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
数
年
に
わ
た
り
イ
ン
フ
レ

率
を
二
％
以
上
に
許
容
し
て
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
ル
ー
ル
違
反
を
犯
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
も
し
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
フ
レ
率
が
四
〜
五
年
に
わ
た
り
二
・
〇
％
を
超
過
し
た
と
し
て
も
、
ま
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
最
近
の
イ
ン
フ
レ
率
が
実
際
に
は
目
標

イ
ン
フ
レ
率
で
あ
る
と
公
表
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
ア
メ
リ
カ
経
済
に
深
刻
な
弊
害
を
及
ぼ
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
問

題
は
、
人
び
と
の
期
待
が
イ
ン
フ
レ
目
標
に
よ
り
強
く
依
存
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
現
実
に
観
察
さ
れ
る
実
際
の
イ
ン
フ
レ
率

に
基
づ
い
て
い
る
の
か
で
あ
る
。

こ
の
点
は
第
二
の
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
を
含
め
た
中
央
銀
行
が
景
気
後
退
局
面
の
初
め
か
ら
常
に
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ン

フ
レ
目
標
を
達
成
で
き
ず
、
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
中
央
銀
行
の
信
頼
性
が
イ
ン
フ
レ
目
標
値
を
ヒ
ッ
ト

す
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
多
く
の
中
央
銀
行
は
過
去
七
年
間
に
そ
の
信
頼
性
の
大
半
を
喪
失
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

人
々
の
イ
ン
フ
レ
期
待
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
ま
た
、
大
半
の
人
々
の
期
待
が
イ
ン
フ
レ
目
標
よ
り
も
実
際
の
足
元
の
イ
ン

フ
レ
率
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

日
本
銀
行
は
「
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
」
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て

い
る
。
確
か
に
図
１
が
示
す
よ
う
に
、
主
要
な
中
央
銀
行
は
総
合
消
費
者
物
価
指
数
を
イ
ン
フ
レ
目
標
の
指
標
と
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
原
油
価
格
の
変
動
や
季
節
変
動
の
激
し
い
食
品
な
ど
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
が
難
し
い
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
シ
ョ
ッ
ク

を
除
い
た
消
費
者
物
価
指
数
と
し
て
の
「
コ
ア
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
多
く
の
国
の
場
合
、
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
除

い
た
総
合
指
数
と
定
義
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
「
コ
ア
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
定
義
は
生
鮮
食
品
の
み
を
除
い
た
総

合
指
数
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と
呼
ぶ
に
値
す
る
定
義
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
日
本
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で
は
苦
肉
の
策
と
し
て
、
生
鮮
食
品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
除
い
た
指
数
に
対
し
て
「
コ
ア
・
コ
ア
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど

と
い
う
、
珍
妙
な
定
義
を
捻
り
出
し
て
い
る
。

第
三
に
、
図
２
と
図
３
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
イ
ン
フ
レ
目
標
を
導
入
し
た
直
後
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
急
激

に
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
が
イ
ン
フ
レ
目
標
を
導
入
し
た
こ
と
が
原
因
で
生
じ
た
結
果
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
が
あ
る
。
確
か
に
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
低
下
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
の
直
接
的
な
結
果
で
あ
る
か
ど
う
か
は
か
な
ら
ず
し
も
論
証
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
九
九
〇
―
九
三
年
の
四
年
間
は
ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ス
（
若
干
の
プ
ラ
ス
を
含

む
）
を
記
録
し
て
お
り
、
こ
の
期
間
に
観
察
さ
れ
た
景
気
後
退
も
し
く
は
経
済
不
況
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
物
価
を
引
き
下
げ
る

も
う
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
（
９
）。

た
と
え
イ
ン
フ
レ
目
標
が
イ
ン
フ
レ
率
を
低
下
さ
せ
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
イ
ン
フ
レ
目
標
を
採
用
し
て
い
る
国
も
、

イ
ン
フ
レ
目
標
を
採
用
し
て
い
な
い
国
も
、
同
様
に
イ
ン
フ
レ
率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
も
し
も
イ
ン
フ
レ

目
標
が
、
雇
用
の
面
で
低
い
コ
ス
ト
で
イ
ン
フ
レ
率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
イ
ン
フ
レ
目
標
を
採
用
す

る
積
極
的
な
理
由
に
な
る
。
し
か
し
イ
ン
フ
レ
目
標
の
採
用
が
中
央
銀
行
に
景
気
後
退
か
ら
経
済
を
脱
出
さ
せ
る
た
め
の
政
策
行
動

を
と
る
こ
と
を
阻
止
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
コ
ス
ト
は
イ
ン
フ
レ
目
標
が
も
た
ら
す
プ
ラ
ス
の
効
果
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

第
四
に
、
一
九
九
〇
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
導
入
し
た
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
は
、
一
九
九
一
年
の
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
、
イ
ギ

リ
ス
な
ど
い
く
つ
も
の
国
が
追
随
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
イ
ン
フ
レ
目
標
を
導
入
し
た
こ
れ
ら
の
諸
国
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

抑
制
す
る
こ
と
を
目
的
に
イ
ン
フ
レ
目
標
を
導
入
し
た
（
10
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
三
年
に
イ
ン
フ
レ
目
標
を
導
入
し
た
日
本
銀
行

の
目
的
は
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
克
服
す
る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
フ
レ
脱
却
」、
す
な
わ
ち
プ
ラ
ス
二
％
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
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の
達
成
が
そ
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
イ
ン
フ
レ
目
標
導
入
の
正
反
対
の
目
的
の
差
異

．
．
．
．
．
．
．
．
．

に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

も
し
も
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
が
名
目
賃
金
の
上
昇
率
を
凌
駕
し
た
場
合
に
は
、
家
計
は
貧
し
く
な
る
。
実
質
賃
金
と
保
有
資
産
の

実
質
価
値
が
低
下
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
）
イ
ン
フ
レ
の
目
標
の
達
成
度

図
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の
イ
ン
フ
レ
率
は
平
均
で
二
・
七
％
で
あ

る
。
こ
れ
は
一
九
九
〇
年
代
の
二
・
四
％
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
過
去
二
〇
年
間
の
平
均
一
一
％
を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
率
と
好
対
照

を
な
し
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
九
月
以
降
、
イ
ン
フ
レ
目
標
は
中
期
的
な
平
均
値
と
し
て
イ
ン
フ
レ
率
を
一
〜
三
％
の
レ
ン
ジ
内
に

留
め
て
い
る
。

ま
た
、
図
３
が
示
す
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
以
降
Ｃ
Ｐ
Ｉ
イ
ン
フ
レ
率
は
平
均
し
て
約
二
・
五
％
で
あ
る
。
こ
の
イ
ン
フ
レ
率
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
平
均
値
の
約
一
二
％
や
一
九
八
〇
年
代
の
平
均
値
の
約
一
一
％
と
比
較
し
て
、
低
い
水
準
に
留
ま
っ
て
き
た
。

他
方
で
、
一
九
五
〇
年
代
お
よ
び
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
お
い
て
、
ど
の
国
も
そ
の
期
間
中
に
は
イ
ン
フ
レ

目
標
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
イ
ン
フ
レ
率
も
極
め
て
不
均
等
で
か
つ
不
安
定
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
諸
国
が
極

め
て
高
い
経
済
成
長
率
を
達
成
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
事
実
で
あ
る
。
も
し
も
こ
の
期
間
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
率
が
も
っ
と
安

定
的
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
経
済
成
長
率
は
実
際
よ
り
も
は
る
か
に
高
度
な
成
長
率
を
実
現
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

明
ら
か
に
不
規
則
か
つ
不
安
定
な
イ
ン
フ
レ
率
の
変
動
が
高
度
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
も
う
一
つ
の
明
確
な
事

実
で
あ
る
。

最
後
に
、
二
〇
一
五
年
二
月
時
点
に
お
い
て
も
、
二
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標
を
「
二
年
程
度
の
期
間
を
念
頭
に
」
達
成
す
る
と
そ
の
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政
策
目
標
を
掲
げ
続
け
て
い
る
日
本
銀
行
は
、
果
た
し
て
二
年
の
期
間
が
満
了
す
る
二
〇
一
五
年
四
月
の
金
融
政
策
決
定
会
合
で
ど

の
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
、
黒
田
総
裁
が
決
定
会
合
後
の
記
者
会
見
で
ど
の
よ
う
な
説
明
を
行
う
の
か
、
興
味
津
津
の
状
況
が
進
展

し
つ
つ
あ
る
。
消
費
税
増
税
や
原
油
価
格
の
大
幅
下
落
な
ど
、
事
前
に
予
測
す
る
の
が
難
し
い
サ
プ
ラ
イ
サ
イ
ド
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対

す
る
「
免
責
条
項
」
を
イ
ン
フ
レ
目
標
政
策
に
あ
ら
か
じ
め
明
記
し
て
お
く
よ
う
な
制
度
設
計
の
知
恵
も
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、

イ
ン
フ
レ
目
標
を
め
ぐ
る
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
意
義
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
な
関
心
事
で
あ
ろ

う
。

注（
１
）

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
現
在
、
二
〇
一
五
年
三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
政
策
理
事
会
に
お
い
て
、
Ｑ
Ｅ
の
具
体
的
な
実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
、

決
定
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
二
〇
一
五
年
か
ら
政
策
理
事
会
の
運
営
方
式
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
春
井
（
二
〇
一
五
）
を
参
照
。

（
２
）

Sayers
(1967)

お
よ
び
春
井
・
森
訳
（
二
〇
一
四
）
を
参
照
。

（
３
）

高
率
の
イ
ン
フ
レ
目
標
が
速
や
か
に
収
束
し
た
こ
と
は
図
２
や
図
３
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が
イ
ン
フ
レ
目
標
の
採

用
が
直
接
的
な
結
果
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
一
九
九
〇
年
代
の
世
界
的
な
デ
フ
レ
圧
力
の
影
響
に
起
因
す
る
の
か
は
、
今
後
の
研
究

に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
カ
ー
ニ
ー
総
裁
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
一
二
日
に
、
総
裁
就
任
後
初
め
て
の
「
公
開
書
簡
」
を
オ
ズ
ボ
ー
ン
大
蔵

大
臣
宛
に
認
め
た
。
伊
藤
（
二
〇
〇
六
）
も
参
照
。

（
５
）

黒
田
（
二
〇
一
四
、
五
―
六
ペ
ー
ジ
）
は
、
消
費
者
物
価
指
数
の
「
上
方
バ
イ
ア
ス
」
が
約
プ
ラ
ス
二
％
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
が
、
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そ
の
根
拠
は
明
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
白
塚
（
二
〇
〇
五
）
は
プ
ラ
ス
〇
・
九
％
と
し
て
い
る
。

（
６
）

B
lanchard

etal.(2010).
（
７
）

B
all(2013).

（
８
）

F
ischer

(2014).

（
９
）

こ
の
期
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
も
景
気
後
退
局
面
に
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
準
備
銀
行
の
Ｈ
Ｐ
上
の
統
計
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料
、F

ig.1
R

ealG
ross

D
om

estic
Productsince

1990,N
Z,A

ustralia
&

U
SA

を
参
照
。
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10
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誘
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